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広報りっとう

今月の主な内容
・うますぎる栗東大使からの新春メッセージ
・まちづくり啓発ポスター受賞作品
・大臣表彰受賞おめでとうございます
・りっとう再発見 明治のＳＤＧｓ 里内文庫

特集　市長・議長 新春対談
12 月４日、コミュニティセンター葉山東で毎年恒例の餅つき

大会が行われ、63 人が参加しました。臼と杵を使い、慣れない手
つきで一生懸命に杵を振り下ろす子どもたち。つきたての温かい
お餅を、きな粉や醤油などをつけて、みんなで美味しくいただき、
少し早いお正月気分を味わいました。

市制20周年

RITTO CITY
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2022 新春対談

市 長

野村 昌弘

笑
顔

議 長 
三木 敏

さ と し

嗣 

明
光

つ
い
が
私
。
す
で
」
顔
笑
「
は
字
文
だ
ん
選
年
今
が
私

顔
笑
、
げ
な
つ
に
来
未
を
顔
笑
も
先
ら
か
れ
こ
、
い
た
き
だ

い
と
い
た
し
を
力
努
な
う
よ
る
け
だ
た
い
て
え
迎
を
来
未
で

。
た
し
ま
び
選
を
字
文
の
こ
、
て
め
込
を
ち
持
気
う

り
取
杯
一
精
に
う
よ
る
れ
な
に
顔
笑
が
ま
さ
皆
の
民
市

も
年
本
、
が
す
ま
り
な
に
話
世
お
、
で
の
す
ま
き
い
で
ん
組

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
く
し
ろ
よ
ぞ
う
ど

。
す
で
口
糸
の
決
解
や
望

に
活
生
、
が
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
、
も
年
昨

お
心
が
ま
さ
皆
の
民
市
、
は
年
今
。
た
し
ま
し
ぼ
及
を
響
影

。
す
ま
り
い
ま
て
め
進
を
み
組
り
取
の
層
一
て
し
と
会
議

絞
を
ア
デ
イ
ア
と
恵
知
、
い
担
を
翼
一
の
制
表
代
元
二

努
ぬ
ま
ゆ
た
、
に
め
た
の
ま
さ
皆
の
民
市
、
し
を
論
議
、
り

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
き
い
て
し
を
力

新年あけましておめでとうございます。
新春号は、市長と議長に、今年の取組みやまちの魅力などを聞きました。

年
頭
に
あ
た
り

今
年
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
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生
活
や
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
、
多

く
の
事
業
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
市
制
施
行
20
周
年
の

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記

念
し
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
20
周
年
記

念
式
典
を
２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
栗
東
を
市
民
の
皆
さ
ま

に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

議
会
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
精
一
杯
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
議
長
】
議
会
で
も
、
昨
年
度
か
ら
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

大
き
な
影
響
を
受
け
た
一
年
で
し
た
。

　
事
業
と
し
て
は
、一
昨
年
と
同
様
に
、

「
議
会
報
告
会
」「
子
ど
も
議
会
」
を
中

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
市
長
】 

市
民
の
皆
さ
ま
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年

中
は
大
変
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

【
議
長
】 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
市
長
】
昨
年
は
、
滋
賀
県
に
２
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
で
大
変
厳
し
い
年
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
や
馬
カ
ー
ド
な
ど
を
使

い
、
栗
東
市
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
も

進
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
新
規
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
世
界
で
は
変
異
株
拡
大
な
ど

も
あ
り
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

は
じ
め
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の

昨年を振り返って

　
ま
た
、
一
昨
年
９
月
に
非
常
事
態
時

に
も
議
会
と
し
て
の
本
来
の
機
能
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
具

体
的
な
計
画
を
定
め
た
「
栗
東
市
議
会

災
害
対
応
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
注
」
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
に
伴
う
議

会
対
応
」
の
部
分
を
見
直
し
、「
栗
東

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

方
針
」な
ど
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

対
応
を
整
理
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
感
染
の
疑
い
が
あ
る

場
合
の
対
応
を
は
じ
め
、
会
議
室
の
変

更
、
委
員
会
出
席
人
数
や
傍
聴
人
数
の

制
限
、
換
気
時
間
を
設
け
る
な
ど
の
対

応
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
下
に
あ
っ
て
も
、
議
会
活

動
を
維
持
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全

と
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

注 BCP（Business Continuity Plan）業務継続計画
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▲特別給食を味わう子どもたち

▲リニューアルした議会だより

【
市
長
】
第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画
の
将
来
都

市
像
で
あ
り
ま
す
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
の
構
築
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
交
通
網
の
整
備
や
馬
関
連
事
業

の
こ
と
、
ま
た
、
環
境
セ
ン
タ
ー
や
火
葬
場
の

こ
と
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
議
会
の
皆
さ
ま

に
理
解
を
得
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
進
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
、
す
べ
て
に
お
い
て
安
心
し
た

毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
１
年
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
議
長
】
平
成
25
年
に
「
栗
東
市
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。「
市
民
に
よ
く
見
え
、
魅

力
あ
る
議
会
」
を
目
指
し
、
議
会
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
は
「
り

っ
と
う
議
会
だ
よ
り
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
現
在
、「
子
ど
も
議
会
」「
議
会
報
告
会
」

に
お
い
て
も
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
葬
場
や
環
境
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な

ど
、
市
で
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
て
お

り
、
決
断
が
必
要
な
場
面
が
出
て
き
ま
す
が
、

常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
立
場
で
、
市
の
政
策
に

つ
い
て
議
論
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、
議
会
改
革
を
進
め
、
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の

た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
代

表
と
し
て
、
議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
よ

り
良
い
栗
東

の
た
め
、
自

治
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま

す
。

今年の取組みについて

厳しい状況の中でもキラリと光るまちの魅力は？

市長と議長による新春メッセージ動画は 1 月 1 日より
栗東市 Youtube「りっとうチャンネル」にてご覧いただけます。

【
市
長
】
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
り
、

馬
と
深
く
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

市
民
の
皆
さ
ま
が
体
感
し
、
魅
力
と
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
国
道
８
号
、
国
道

１
号
バ
イ
パ
ス
（
山
手
幹
線
）
の
延
伸
を
確
実

に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
本
市
に
あ
る
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
に
は
、
多
く
の
馬
が
い
る
と
い
う
状

況
を
知
ら
な
い
市
民
の
皆
さ
ま
も
お
ら
れ
ま
す

の
で
「
馬
の
ま
ち
り
っ
と
う
」
と
し
て
、
も
う

少
し
「
馬
」
を
知
っ
て
も
ら
う
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
11
月
に
市
制
施
行
20
周
年
記
念
の
特

別
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
長
と
と
も

に
そ
の
姿
を
拝
見
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

が
喜
ん
で
い
る
姿
が
大

変
印
象
的
で
し
た
。
こ

う
し
た
笑
顔
を
守
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
最
大

限
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
議
長
】
栗
東
市
は
、
全
国
的
に
見
て
、
高
齢

化
率
が
低
く
、
出
生
率
が
高
い
ま
ち
で
す
。
市

長
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
交
通
の
利
便
性

に
つ
い
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
こ
れ
か
ら
も

進
ん
で
い
く
た
め
、
総
合
的
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
く
、
伸
び
ゆ
く
可
能
性
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
可
能
性
が
栗
東
市
の
魅

力
で
あ
り
、
私
た
ち
議
会
も
ま
ち
へ
の
誇
り
を

胸
に
、
前
向
き
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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うますぎる栗東大使の皆さんより、新年
メッセージをいただきました。2022 年も
大使のさらなる活躍に注目です。

栗東の魅力は新しくなってい
く街、進化を怠らない努力、変
わらない優しさのコントラスト
だと思います。２０２１年は思う
ように動けなかった年だと思い
ますが、ここからが栗東の本領
発揮。市外からも羨ましがられ
る癒しの街にしていきましょう。

BOYS AND MEN 小林 豊 さん
( タレント )

新年あけましておめでとうご
ざいます。昨年は、パラリンピ
ックでの木村敬一選手のすばら
しいご活躍で栗東市の名が全国
に伝わったことと思います。 

我々騎手も素敵なニュースがお届けできるよう精一
杯頑張ります。ご声援よろしくお願い致します。�  

日本騎手クラブ 関西支部 
武 豊 さん

( 日本騎手クラブ会長 )

『幸あれと 
 筆にしのばせ初硯

すずり

 和紙の白映ゆ 薄紅の旦
あさ

』
 
新年あけましておめでとう

ございます。
皆様のお幸せを、心よりお祈

り申し上げます。

近藤 寛子 さん
( マラソン選手 )

新年おめでとうございます。
昨年のパラリンピックでは、沢
山のご支援をありがとうござい
ました。金メダリストとしての
誇りと責任を持って、より成長
していけるような 1 年にした
いと思っております。

木村 敬一 さん
( 競泳選手 )

謹賀新年。昨年は次回作の構
想に明け暮れた一年でした。し
っかり時間が取れたおかげで、
とても面白い話が完成しました。
今年はこの構想を元に執筆に入
ります。久しぶりの連載で気合
いが入ってます。頑張ります！

森田 まさのり さん
( 漫画家 )

現在私はフランスでプレーし
ています。毎日学ぶことばかり
ですが、感謝を忘れずもっと成
長できるように一日一日を大切
に頑張りたいと思います。2022
年、皆さまに沢山の幸せが訪れ
ますようお祈り申し上げます。

田代 佳奈美 さん
( バレーボール選手 )

新年あけましておめでとうご
ざいます。今年も皆さまにとっ
て良き年でありますよう願って
います。昨年は北陸三県、福島
県に作品を出品しました。今年
は滋賀県立美術館で企画展「人

間の才能 生みだすことと生きること」（1 月 22 日～
３月27日）に出品します。是非ご覧いただきたいです。

澤田 真一 さん
( 陶芸作家 )
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市
で
は
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内

の
小
学
４
年
生
を
対
象
に『
み
ら
い
の
キ
ミ
が
住
み
た
い
ま
ち・

栗
東
』
を
テ
ー
マ
に
、
絵
画
を
募
集
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
5
人
の
絵
画
を
紹
介
し

ま
す
。

　
夏
休
み
に
、
お
父
さ
ん
と
虫
と
り
に
行
き
ま
し
た
。
栗
東
に
は

森
林
が
あ
っ
て
虫
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ぼ
く

が
大
人
に
な
っ
て
も
、
自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
よ
う
に
み
ん
な
で

協
力
し
て
緑
を
た
く
さ
ん
の
こ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　いま、コロナウイルスがかくだいしてしまい、
遠出できない、行きたいところにいけないなどを
思いうかべてかきました。でも、みらいはあかる
い栗東市、どの家庭でもえがおがたくさんうまれ
る町にしたいという思いで書きました。

　べんりな未来にウチュウジンがきたということ
と、べんりだということを思いながら書きました。
ウチュウジンのことを調べていたけんきゅうじょ
はチャンスだとロケットにのってウチュウジンを
みにいきました。空にはふしぎがいっぱい。

　今は人とどうぶつのかんけいがわるい。きらい
などうぶつがいる人もいる。
　人とどうぶつがなかよくくらせるまちにしたい
とかんがえながらかいた。

　みんな気持ちよくするためにかきました。
この町では、スポーツやおんせん、ダンス、ゲー
ム、カラオケ、何でもできます。

小
学
4
年
生
が
描
く

「
み
ら
い
の
キ
ミ
が
住
み
た
い
ま
ち
・
栗
東
」

ま
ち
づ
く
り
啓
発
ポ
ス
タ
ー

優秀賞

佳　作

問
生
涯
学
習
課 

　
☎
５
５
１･

0
1
4
5　

　
ＦＡＸ
５
５
２･

5
5
4
4

ま
ち
づ
く
り
啓
発
ポ
ス
タ
ー

『
緑
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
栗
東
』

大
宝
小
学
校
　
小
藤 
寛
由
さ
ん

最優秀賞

『
に
じ
が
か
か
る
え
が
お
の
町
』

金
勝
小
学
校
　
柴
田 

優
海
さ
ん

『
人
と
ど
う
ぶ
つ
が
な
か
よ
く

く
ら
せ
る
社
会
に
し
た
い
』

治
田
東
小
学
校
　
西
田 

う
し
お
さ
ん

『
い
ろ
ん
な
物
が
あ
る
町
』

治
田
東
小
学
校
　
木
村 

聡
希
さ
ん

『
未
来
ウ
チ
ュ
ウ
ジ
ン
し
ゅ
う
ら
い
』

治
田
東
小
学
校
　
猿
渡 

優
太
さ
ん
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■追加接種 (３回目接種 )について
　市では 11 月末から先行接種した医療従事者などを対象に、新型コロナ
ワクチンの追加接種（3 回目接種）に必要な接種券を順次発送しています。

追加接種（３回目接種）は、2 回目接種から原則 8 か月を経過した 18
歳以上の人が対象です。（感染拡大状況により変更になる場合があります）
　65 歳以上の高齢者には、１月上旬から順次発送予定で、追加接種

（3 回目接種）の日時を指定して送付します。指定の日時で都合が悪い
場合、案内に同封の返信用はがきに記載された候補日の中から希望日を
選択し、接種希望日の７日前までに投函してください。改めて日時を調
整し、ご案内します。

65 歳以上の高齢者の集団接種は、令和 4 年 1 月 30 日㈰から、アル・
プラザ栗東で開始予定です。また、集団接種会場での接種が困難な場合
は、地域の医療機関で接種いただけるよう調整しています。

■追加接種（3回目接種）で
　使用するワクチンについて
　追加接種（3 回目接種）では、
初回接種（１・２回目接種）に
用いたワクチンと異なるワクチ
ン（ファイザー社または武田／
モデルナ社）の接種（交互接種）
が可能となっています。
※12 月 10 日現在、武田／モ

デルナ社ワクチンは薬事承認
審査中です

　他市で 2 回目接種後に本市に転入された場合、
2 回目接種済の情報がないため、追加接種（3 回
目接種）の接種券発行ができません。

追加接種（3 回目接種）を希望される場合、発
行申請が必要になります。

右記より申請書のダウンロードが
できますので、必要書類を添えてワ
クチン接種推進室へ申請してくださ
い。（郵送可）

新型コロナワクチン 3 回目接種のお知らせ

■予約や接種に関する一般的な相談の問合せ
【栗東市新型コロナワクチン接種コールセンター】

☎ 554-6159　受付時間 9:00 ～ 17:00（平日のみ）
☎ 0570-059-550 （ナビダイヤル）
受付時間 9:00 ～ 17:00（土・日・祝も対応）

■副反応などの専門的な相談
【滋賀県新型コロナワクチン専門相談窓口】
毎日 24 時間（土・日・祝も対応）

☎ 528-3588　受付時間９:00 ～ 18:00
☎ 528-3621（上記以外の時間）

問ワクチン接種推進室  　☎ 554-6155 ＦＡＸ 554-6156　　

栗東市新型コロナ
ワクチン接種
予約専用サイト

栗東市に転入する前に
2 回目接種した人へ

高
額
療
養
費
と
は
、
同
月
内
に

医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
が
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、

申
請
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
超
え
た

額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

■
申
請
方
法

高
額
療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
る

世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
お
お
む
ね

２
～
３
か
月
後
に
、
申
請
案
内
の
文

書
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
申
請
書

の
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、
署
名
を

し
て
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
こ
と

で
、
申
請
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
状
況
に
よ
り
、
申
請
書
に

加
え
て
、
通
帳
（
カ
ー
ド
）
の
コ
ピ

ー
や
領
収
書
の
添
付
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
領
収
書
の
再
発
行
や
支
払
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て
は
、
病
院
な
ど

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

■
通
帳
の
コ
ピ
ー
の
添
付
が

必
要
と
な
る
場
合

・
登
録
口
座
が
な
い
（
過
去
数
年
高

額
療
養
費
の
申
請
を
し
て
い
な
い
）

・
登
録
口
座
を
変
更
す
る

■
領
収
書
の
添
付
が
必
要
と
な
る
場
合

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る

・
令
和
３
年
１
月
以
前
の
受
診
分
で

あ
る

・
市
か
ら
申
請
案
内
が
届
く
ま
で
に

申
請
を
す
る

・
他
の
医
療
費
助
成
（
福
祉
医
療
、

無
料
低
額
診
療
事
業
な
ど
）
を
受

け
て
い
る

・
支
給
見
込
金
額
が
10
万
円
以
上
で

あ
る　
な
ど

　
　
　

高
額
療
養
費
支
給
申
請
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん問

保
険
年
金
課　
国
民
健
康
保
険
係

☎
５
５
１・１
8
０
７

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０



ゴ
ー
ル
ド
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
木

村
敬
一
選
手
（
パ
ラ
水
泳
競
技

100‌

m
バ
タ
フ
ラ
イ
S‌

11
）
の
功

績
を
称
え
た
記
念
の
ゴ
ー
ル

ド
ポ
ス
ト
が
大
宝
郵
便
局
前

に
設
置
さ
れ
、
除
幕
式
が
12
月

2
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀

県
で
の
設
置
は
、
水
泳
選
手
の

大
橋
悠
依
選
手
の
出
身
地
で

あ
る
彦
根
市
に
次
い
で
、
２
か

所
目
と
な
り
、
全
国
で
は
18
か

所
目
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

「
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
生

活
し
て
き
た
の
で
、
よ
く
実
家

か
ら
大
宝
郵
便
局
か
ら
荷
物

や
手
紙
を
送
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
が
ん
ば
っ
た
証
と
し
て

ポ
ス
ト
を
建
て
て
い
た
だ
け

た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
ポ
ス

ト
か
ら
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

喜
び
を
語
る
木
村
選
手
。
市
長

と
と
も
に
く
り
ち
ゃ
ん
も
式
に

出
席
し
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
は
そ
の
名
の
と
お
り
金

色
で
木
村
選
手
の
名
前
入
り
プ

レ
ー
ト
が
つ
い
て
い
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課 

広
報
・
広
聴
係

☎
５
５
１・０
6
４
１

ＦＡＸ
５
５
３・１
２
８
0

　‌

24
年
の
長
き
に

わ
た
り
統
計
調
査

員
と
し
て
尽
力
。

「
統
計
調
査
員
と

し
て
、国
勢
調
査・

経
常
調
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
大
臣
表
彰
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
光
栄
で
す
。
今

後
、
調
査
環
境
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
協
力
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま

に
感
謝
の
心
で
接
し
て
い
き
ま
す
」

　

集
落
の
存
続
、
地
域

振
興
を
目
的
に
多
様
な

人
々
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
活
動
の
功
績
に

よ
り
、
大
臣
表
彰
と
同

時
に
日
本
政
策
金
融
公

庫
農
林
水
産
事
業
本
部

近
畿
地
区
統
轄
賞
を
受

賞
。「
大
き
な
賞
を
受
賞

し
光
栄
で
す
。
今
後
も

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
」（
座
長 

宮
城 

定
右
衞
門
さ
ん
）

　
　
　
　
明
日
の
走
井
を
考
え
る
会

大
臣
表
彰
受
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
居
合 

妙
子
さ
ん
（
小
柿
）

総
務
大
臣
表
彰

農
林
水
産
大
臣
賞

　
市
内
小
学
校
や

県
・
市
教
育
委
員

会
で
、
学
校
保
健

や
学
校
安
全
の

専
門
性
を
生
か
し

て
、
研
究
や
指
導
、
推
進
に
貢
献
。
昨
年
度

は
、
葉
山
小
学
校
長
と
し
て
、
全
国
学
校
保

健
主
事
研
究
大
会
滋
賀
大
会
実
行
委
員
会
の

委
員
長
を
務
め
る
な
ど
の
多
大
な
功
績
に
よ

り
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

「
名
誉
な
賞
を
賜
り
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
諸
先
輩
の
先
生

方
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

　

大
前 

宣
徳
さ
ん
（
綣
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
長
き
に
わ
た
り
栗

東
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
と
滋
賀
県
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
の 

要
職
を
務
め
、
知

的
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
、
福
祉
の
充
実
・

振
興
に
大
き
く
貢
献
。

「
全
て
の
障
が
い
者
が
安
寧
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
後
も

更
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

髙
畑 

き
ぬ
江
さ
ん(

小
柿
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

8No.996　2022. １. １　広報りっとう
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高齢者虐待

問
長
寿
福
祉
課　
高
齢
福
祉
係

☎
５
５
１・１
９
４
0

ＦＡＸ
５
５
１・０
５
４
８

高齢者の権利擁護について
考えよう！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の

権
利
擁
護
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
サ
ロ
ン
や
自
治
会
、
介
護
事
業
所
な

ど
、
ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
虐
待
は
重
大
な
権
利
侵
害
で
す

早
期
の
発
見
・
対
応
が
大
切
で
す
。「
虐

待
か
な
？
」
と
心
配
に
思
っ
た
ら
、
お
住
ま

い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
連
絡
い
た
だ
い
た
人
の
名
前
が
相
手
に
伝

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

虐待の種類 具体例

身体的虐待 殴る、つねる、引っかく、鍵を
かけて閉じ込めるなど

性 的 虐 待 介助を楽にするため下半身を裸で
放置する、性的行為の強要など

心理的虐待 どなる、侮辱する、お風呂や台所
の利用を制限するなど

介護・世話の
放棄・放任

必要な医療介護を受けさせない、
劣悪な環境で生活させるなど

経済的虐待 無断で預貯金を使用する、医療介
護に必要な費用を払わないなど

【
連
絡
先
】

◦
栗
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
５
５
８・６
９
７
９

ＦＡＸ
５
５
８・８
７
３
６

◦
栗
東
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
う
あ
い
の
家
内
）

☎
５
８
４・４
１
２
１

ＦＡＸ
５
８
４・４
１
２
８

◦
葉
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
淡
海
荘
内
）

☎
５
５
２・５
２
８
０

ＦＡＸ
５
５
８・６
８
７
０

◦
市
役
所 

長
寿
福
祉
課 
高
齢
福
祉
係

☎
５
５
１・１
９
４
０

ＦＡＸ
５
５
１・０
５
４
８

整
骨
院
や
接
骨
院（
柔
道
整
復
師
）の

か
か
り
方
に
つ
い
て

■
被
保
険
者
証（
国
保
）の
使
用
に
つ
い
て

整
骨
院
や
接
骨
院
で
の
施
術
（
治
療
）

に
は
、
被
保
険
者
証
を
使
え
る
場
合
が
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
診
の
際
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証
が
使
え
る
場
合

急
性
な
ど
の
外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫
・

挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）・
骨
折
・
脱
臼

※
骨
折
・
脱
臼
に
つ
い
て
は
医
師
の
同
意

　
が
必
要
で
す
（
応
急
処
置
を
除
く
）

②
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

◦
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労

◦
病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
五
十
肩
・

関
節
炎
・
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
く
る

痛
み
・
こ
り

◦
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

◦
過
去
の
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
後
遺
症

◦
症
状
の
改
善
の
見
ら
れ
な
い
長
期
の
治
療

◦
仕
事
中
や
通
勤
途
上
に
お
き
た
負
傷 

　
（
労
災
保
険
の
対
象
と
な
る
場
合
）な
ど

■
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意

①
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う

整
骨
院
や
接
骨
院
で
施
術
（
治
療
）
を

受
け
る
と
き
は
、
負
傷
の
原
因
を
正
確
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交
通
事
故
で
の

負
傷
の
場
合
は
、
保
険
年
金
課
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
医
師

の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科

的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
師
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
療
養
費
支
給
申
請
書
へ
の
署
名
（
サ
イ

ン
）
は
ご
自
身
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い

署
名
（
サ
イ
ン
）
は
、
療
養
費
支
給
申

請
書
の
内
容
を
確
認
し
て
、
必
ず
ご
自
身

が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う

領
収
書
は
必
ず
も
ら
っ
て
保
管
し
て
お

き
、
市
か
ら
送
付
す
る
医
療
費
通
知
で
金

額
・
日
数
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
施
術
日
や
施
術
内
容
に
つ
い
て
、
市
か

ら
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
保
険
年
金
課　
国
民
健
康
保
険
係

☎
５
５
１・１
8
０
７

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ



栗
東
の
歴
史
文
化 

④

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
、
草
津
駅

–

深ふ
か
だ
に谷
駅
（
現
在
廃
止
、
米
原
市
）
の
鉄

道
が
開
通
し
ま
し
た
。
中
沢
・
苅
原
・
綣

を
通
る
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
（
米
原

駅
か
ら
は
東
海
道
線
）
で
す
。

平
野
部
を
横
切
る
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た

こ
と
で
、
建
設
前
に
あ
っ
た
道
や
水
路
は

鉄
道
の
下
を
通
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
で
は
、
こ
う
し
た
小
さ
な
ト

ン
ネ
ル
を
「
ま
ん
ぽ
」
と
呼
び
ま
す
。

綣
や
苅
原
の
鉄
道
沿
い
を
歩
く
と
今
も

レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
「
ま
ん
ぽ
」
が
残
さ
れ

て
お
り
、
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
る
ほ

か
、
通
学
路
に
も
な
り
、
生
活
に
密
着
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
代
化
の
息
吹
を
今
に
残
す
歴
史
文
化

要
素
の
一
つ
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課 

文
化
財
保
護
係

☎
５
５
１・０
１
３
１

ＦＡＸ
５
５
２・５
５
４
４
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「オレンジデイズ」
①基本的な手話、季節に応じた単語や手話表現

を学んでいます。極めてゆる～いサークルで、
好きな時間に来て好きな時間に帰っても大丈
夫です！

②「ろう者注や聴覚障がい者とちょっとお話が
できること」を目的に、手話が全く初めての
人でも取り組めるように、楽しく活動を続け
ています。

日時…毎月第１・２・３水曜日
　　　19 時 30 分～
場所…コミュニティセンター治田東　 集会室

「手と手」
①手話の読み取りや表現の勉強、１週間のできご

との報告や、小学校での手話教室もしています。
初心者でも優しく教えます。幼児同伴の参加も
可能です。

②相手に伝える工夫を広く皆さんが学んでいけた
ら、コミュニケーションで困る人が少なくなる
と思います。ろう者や聴覚障がい者は困ってい
ても自分から声をかけることがおっくうです。
身振りでもよいのでぜひ声かけをお願いします！

日時…毎週火曜日　10 時～
場所…コミュニティセンター治田東　和室

「手話を学ぶ」「手話に学ぶ」～手話サークルの紹介～

市では、下記の講座を開催しています。
サークル入会や講座の申込は右記へお問合せください。
◎手話奉仕員養成講座
毎年６月頃から 11 月頃まで入門課程と基礎課程を隔年で開催しています。
◎手話入門体験講座
手話を初めて学ぶ人のための入門体験講座（全３回）を開催します。
※毎年１回、開催時期は年度によって変わります

問障がい福祉課 障がい福祉係
　☎ 551-0113 FAX 553-3678　

「栗東市手話言語条例」と「栗東市市民をつなぐ情報コミュニケーション条例」
が施行し、１年が経ちました。２つの条例に関わる取組みについて、市、
障がいのある人の団体、市民、事業者など、市全体で協力しあって推
進しています。市ホームページや条例啓発動画をご覧ください。
　
　２つの条例に関わる活動をしている手話サークルの活動を紹介します。
　質問の内容 … ①サークルの活動内容　②メッセージ　大宝東小学校 林 咲佑さんの作品

注聴覚障がい者のうち、手話により
生活を送っている人のこと
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よりよく生活するための
12 か条 45

問幼児課 ☎ 551-0424 ＦＡＸ 551-0149

葉山幼児園では、調理員が毎日給食を作って保
育室まで届けてくれます。「今日の給食おいしか
ったよ」「いつもありがとう」など子どもたちか
ら話しかける姿がよくみられます。調理員も「本
当？うれしいわ。こちらこそありがとう」と子ど
もの言葉を受け、言葉を返してくれます。こども
たちと調理員はあまり接する時間はないですが、
会話をしたり手紙のやりとりをしたり、自然な関
わりが生まれています。

園では、さまざまな関わりの中で「ありがとう」
と言葉でしっかりと相手に伝えることを大切にし
ています。その日々の積み重ねが、子どもたちが
自ら感謝の気持ちを伝える姿につながっていると
思います。

今後もいろいろな人に
親しみや感謝の気持ちを
持ち、あたたかな関わり
ができる子どもを育てて
いきたいです。

ありがとうの気持ちを大切に� 葉山幼児園

子
ど
も
が
健
全
に
成
長
す
る
た
め
に
身

に
つ
け
た
い
習
慣
に
は
、「
基
本
的
生
活

習
慣
」
と
「
社
会
的
生
活
習
慣
」
が
あ
り

ま
す
。「
基
本
的
生
活
習
慣
」
と
は
、「
食

事
」「
睡
眠
」「
排
泄
」「
清
潔
」「
衣
服
の

着
脱
」
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、「
挨
拶
を

す
る
」「
約
束
を
守
る
」「
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
」
な
ど
の
マ
ナ
ー
や
社
会
で
の
ル

ー
ル
は
、「
社
会
的
生
活
習
慣
」
と
し
て

身
に
つ
け
た
い
こ
と
で
す
。
発
達
や
成
長

に
合
わ
せ
て
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
繰
り
返
す

こ
と
で
、
習
慣
と
な
っ
て
身
に
つ
い
て
い

き
ま
す
。

基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
と

き
は
、
①
や
っ
て
み
せ
る
②
子
ど
も
と
一

緒
に
や
っ
て
み
る
③
自
分
で
や
ろ
う
と
し

て
い
る
姿
を
見
守
る
。
こ
の
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
で
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
励
ま
し
た
り
、

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
少
し
だ
け
手
伝
っ

た
り
、
で
き
た
こ
と
を
ほ
め
る
な
ど
の
声

か
け
や
関
わ
り
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
は

自
分
で
で
き
た
喜
び
や
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
で
、
自
信
に
つ
な
が
り
、
ま
た
や
っ

て
み
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
効
果
的
な

の
が
写
真
や
マ
ー
ク
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の

視
覚
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
環
境
設
定
で

す
。
言
葉
だ
け
の
指
示
よ
り
も
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
く
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
社
会
的
生
活
習
慣
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
に
「
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
」
と

繰
り
返
し
言
う
よ
り
も
、
大
人
が
「
こ
ん

に
ち
は
」
な
ど
、
出
会
っ
た
人
と
挨
拶
し

て
い
る
様
子
を
見
せ
る
こ
と
で
習
慣
づ
い

て
い
き
ま
す
。
身
に
つ
け
た
い
習
慣
は
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
ひ
と
つ
ず

つ
動
作
や
様
子
を
丁
寧
に
伝
え
な
が
ら
、

焦
ら
ず
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子育て情報

身につけたい習慣

問地域子育て支援センター治田東
☎ 554-6115 ＦＡＸ 554-6116

一方的に送り付けられた商品は支払い不要 !!
＜事例＞ 母親に何度もしつこく海産物購入の勧

誘電話があり断っていた。最近は電話を取らな
くなったが、昨日その業者からカニが送られて
きた。どうすればよいか。（当事者 80歳代女性）

＜アドバイス＞ 法律が改正され、注文や契約をし
ていないにもかかわらず、一方的に送り付けられ
た商品は、消費者は直ちに処分することができま
す。一方的に送り付けられた商品の代金を支払う
必要はありません。仮に消費者が商品を開封や処
分しても支払いはいりません。事業者から代金の
支払いを請求されても、応じないようにしましょ
う。贈答品の可能性もありますので、まずは家族
などに心当たりがないか確認し、また、注文した
ことを忘れてはいないか思い返してみましょう。

　お金を支払っても取り戻せる場合がありますので、
すぐに消費生活センターなどにご相談ください。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
9:15 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
☎ 551-0115 ＦＡＸ 551-0432（平日）
滋賀県消費生活センター（相談無料）
9:15～16:00 ☎0749-23-0999 （平日・土曜）

消費生活アドバイス
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今だから確認しよう　手洗い　マスク　思いやり
～2020年度 21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

明
治
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
里さ

と
う
ち内

文ぶ
ん

庫こ

▲里内文庫主催の講演会に集まった地域の人々 ▲葉山小学校内に置かれた里内文庫児童文庫で読書する子どもたち

▲赤坂の荒れ山に植林する文庫の活動の様子魞
えり
模型（里内文庫 No.400-19）▲

▲教育用無線電信機
　（里内文庫 No.400-8）

　

里
内
文
庫
は
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
に
手
原
に
設

立
さ
れ
た
図
書
館
で
す
。
作
っ
た
の
は
、
手
原
の
里さ

と
う
ち内

勝か
つ
じ
ろ
う

治
郎
で
、個
人
が
設
立
し
た
私
設
の
図
書
館
で
し
た
。

　

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
生
ま
れ
の
勝
治
郎
は
文
庫

創
設
に
至
る
ま
で
、
小
学
校
か
ら
高
等
小
学
校
に
進

み
、
そ
の
後
、
英
語
や
漢
文
の
個
別
指
導
を
受
け
た
り
、

東
京
専
門
学
校
（
の
ち
の
早
稲
田
大
学
）
の
通
信
教
育

を
受
け
る
な
ど
、
自
身
の
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
に
ど

ん
欲
に
学
ぶ
青
少
年
時
代
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
明
治

時
代
の
地
方
で
こ
の
よ
う
に
存
分
に
教
育
を
受
け
ら
れ

る
の
は
、
地
域
の
な
か
で
も
勝
治
郎
の
よ
う
に
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
っ
た
一
部
の
人
た
ち
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
勝
治
郎
に
は
、
文
庫

の
活
動
を
通
し
て
、
彼
自
身
が
獲
得
し
得
た
知
識
や
技

術
を
地
域
の
人
た
ち
へ
還
元
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
葉

山
小
学
校
内
に
一
室
を
借
り
て
、
児
童
文
庫
を
設
け
、

ど
ん
な
子
ど
も
に
も
図
書
に
触
れ
る
機
会
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
学
校
を
卒
業
し
、
学
習
の
機
会

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
大
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
講
演
会
や
実
践
的
な
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
国
連
が
定
め
る
17
の
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
う
ち
「
４ 
質
の
高
い
教

育
を
み
ん
な
に
」
に
通
じ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
農
業
の
改
良
や
、
荒
れ
果
て
た
山
へ
の

植
林
事
業
な
ど
、
里
内
文
庫
で
は
地
域
を
豊
か
に
す
る

た
め
、
図
書
の
閲
覧
な
ど
本
来
的
な
図
書
館
活
動
と
は

一
線
を
画
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
９ 

産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を

作
ろ
う
」
や
「
15 

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
に
通
じ

ま
す
。
明
治
時
代
の
図
書
館
、
里
内
文
庫
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
先
取
り
し
て
い
た
側
面
が
あ
る
の
で
す
。

歴
史
民
俗
博
物
館
で
開
催
中
の
特
集
展
示
「
里
内

文
庫
の
教
育
教
材
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
里
内
文
庫
の

活
動
の
中
で
用
い
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
教
材
を
通

し
て
、
里
内
文
庫
や
勝
治
郎
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
里
内
文
庫
の
活
動
に
な
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
動
け
！
Ｍ
ｙ 

ロ
ボ
ッ
ト
★
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
を
組
み
立
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
用
い
て
思
い
通
り
に
動
か

す
体
験
で
す
。
先
進
的
な
知
識
技
術
が
大
好
き
だ
っ
た

勝
治
郎
が
生
き
て
い
た
な
ら
、
き
っ
と
文
庫
の
事
業
に

し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
里
内
文
庫
の
活
動
は
成
人
対
象
の
事
業
が
ほ
と
ん
ど

男
性
に
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
時
代
の
制
約
に
よ
り

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

※
展
覧
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
は
お
知
ら
せ
版

８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問栗東歴史民俗博物館
☎ 554-2733
ＦＡＸ 554-2755
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つなげよう　差別をなくす　世界へと
～令和元年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～

　株式会社昭建　栗東支店

“もの創り”を通じて、
豊かな社会環境を築きます

株式会社昭建は、滋賀県を中心に生活に欠かせない
道路、上下水道、防災用砂防ダム等をつくる県内トッ
プクラスの総合建設会社です。
　従業員は 170 人ほどではありますが、創業より黒
字経営を続け、その技術力は大手企業にも負けていま
せん。主要事業である建設事業以外にも、アスファル
ト合材などの建設資材を自社工場で製造・販売してお
り、材料の製造から実際の施工まで一貫した体制で地
域社会のインフラ整備に携わっています。
　また、環境に配慮したクリーンエネルギーの供給に
も力を入れており、滋賀県内に２か所のソーラー発電
所を運営しています。「建設工事」「建設資材の販売」「ク
リーンエネルギー」の３つの事業を柱として、豊かな
社会環境の創造を目指して成長を続けています。
　社会環境創造に貢献する一方で、働く従業員の環境
向上にも取り組んでいます。具体的な活動としては

「ワーク・ライフ・バランス推進企業」となり、時
間外労働の削減や有給休暇、介護・育児休暇制度等
を利用しやすい環境づくりに取り組みました。
　この取組みが評価され、2018年に厚生労働大
臣より３回目の「くるみん」認定注を受けまし
た。今後も市民や働く人にとっての豊かな環境づ
くりを続けます。
注子育て支援に積極的な企業として国から認めら
れた証で、企業イメージ向上のほか、税の優遇措
置などが受けられるもの

■住所…栗東市苅原 152 番地１
☎ 077-552-4118

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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発酵食品「みそ」を食べよう

冬は、みその仕込みのシーズンです。今回は、六地
蔵地域で営農組織とともに活動し、みそ・こうじを加工
販売するグループ「彩

いろどり
」の「梅ノ木みそ」を紹介します。

みその材料は、９月に収穫した米「日本晴」と 12
月に収穫した白大豆「フクユタカ」を使用します。製
法は、米に麹菌をまぶして米麹にし、大豆は茹でてつ
ぶします。米麹、大豆、塩を配合し、約 10 か月間自

然発酵させて完成します。
彩では、定番の「梅ノ木みそ」のほかに、冬

季限定で調合割合を工夫し、減塩、短期発酵した
「梅ノ木白みそ」を販売しています。

みそは、お雑煮やみそ汁など多目的に使用で
きる調味料で、毎日食べたい発酵食品です。原料
の大豆は、良質の植物性タンパク質を豊富に含ん
でいます。大豆に含まれるタンパク質は消化吸収
されにくいという欠点がありますが、大豆を発酵
させることによって、タンパク質がうま味の素で
あるアミノ酸に分解され、消化吸収の良いタンパ
ク質に変わります。

彩が生産する加工品は市内直売所で販売して
います。

問農林課 農政係
☎ 551-0124 ＦＡＸ 551-0148
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色鮮やかな花でお正月を迎えよう
12 月 10 日（コミュニティセンター治田）

好みの花を選ぶところから始まった寄せ植え教室。
お正月らしい葉牡丹を中心に、ストック、プリムラ
など色とりどりの花を、高さ・低さ、花の顔が一番
良く見える向きを意識して、植えていきました。
「普段から花を育てていても寄せ植えは初めて」と

いう参加者も講師のアドバイスのもと完成。「さっそ
く玄関に飾ります」と皆さん満足の仕上がりでした。

11 月 25 日（観音寺・井上地区）
「金勝の歴史を語ろう会」の案内で、観音寺と

井上地区の古き良き街並みを歩きました。
公民館から栗東のまちや琵琶湖、比良山系を

望み、阿星山観音寺・白山神社、九品の滝、井上
地区へと移動。それぞれの歴史、年越しの風習な
どを聞きました。

素晴らしい景観は、住民に大切に守られています。

金勝の歴史を歩いて辿る

11 月 23 日（野洲川運動公園 一帯 ）
市制施行 20 周年を記念して、開催されました。
新型コロナウイルス感染予防対策として、部

門の縮小や内容を一部変更しての開催となりまし
たが、会場には、くりちゃんも応援にかけつけ、
340 人の参加者は、野洲川の景色を望む全長 2㎞
のコースを、それぞれのペースで走り、たくさん
の笑顔が見られる楽しい大会となりました。

11 月 21 日（安養寺山）
コロナ禍の自粛ストレスを吹き飛ばそうと開催

された、地域のシンボルである安養寺山へのハイ
キング。「急な斜面を登りきった達成感と、山頂
からのまちの風景に心洗われました」という参加
者。道なき斜面から出土文化財センターへ向けて
下山。紅葉し始めた山を歩き、栗東の歴史も学び、
身体をめいっぱい動かす機会となりました。

くりちゃんファミリーマラソン 2021

安養寺山に登ろう
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駅前を照らすイルミネーション
11 月 21 日（栗東駅 東口）
「きらり☆栗東」と名付けられた今年の駅前イルミ

ネーション。この日、点灯式が行われました。
手話シンガーソングライター yokko さんの歌声と

ともに、駅前美化活動の拠点「大宝の滝」へ流れゆ
く「いざないの川」、輝く街路樹は「元気の木」、そ
して子どもたちの願いが込められた「大宝ツリー」が、
まちを明るく照らしました。（点灯は1月15日まで）

11 月 19・24・25・30 日（市内コミュニティセンター）
市長と気軽に栗東まちづくり座談会を開催。市

長が市の施策や取組み状況について、スライドを
交えながら説明し、その後フリートーク形式で意
見交換をしました。まちづくりの提案や意見は、
今後のまちづくりにつなげていきます。

座談会の様子はYouTubeりっとうチャンネル
でご覧いただけます。

ともに、まちづくりを

11 月 19 日（森の未来館周辺）
子どもたちが主体的に散策できるようにと、コ

ース全体の地図やクイズなどの看板が新設され、
治田西小学校の 4 年生が森林環境学習「やまのこ」
を体験しました。「本物の動物の頭蓋骨が展示され
ているクイズが面白かった」「山の斜面を登るのが
スリル満点で楽しかった」など心と五感で森林散
策を楽しみ、自然を満喫した子どもたちでした。

11 月 17 日（コミュニティセンター大宝西）
はつらつ教養大学として開催された、風呂敷ク

ラフト講座。参加者は、風呂敷で包むことに馴染
みのある世代。

便利な包み方のほかに、バッグや、帽子、スカ
ーフと包む以外の使い方を学びました。気持ちを
包んで贈る、日本古来の作法も大切にしながら、
もっと使っていきたいとの声が聞かれました。

地図を片手に、森林を散策！

包むだけじゃない、風呂敷
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▲ワイヤに電流を流し、放電現象を発生させ金属をカット
します。プログラムを設計し、ミクロン（1000 分の１）
単位の高精度で加工。熟練した技と知識が求められます
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献
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を
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。
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を
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工業高校を卒業後、パナソニック株式会社
へ入社。社内のテクニカルカレッジ入校者
に選抜され、２年間精密加工技術を学ぶ。
フライス盤や機械組立仕上げなど金型製作
に関する幅広い技能資格を取得。パナソニッ
クモノづくり競技大会のワイヤ放電加工職
種Aランクで平成29年度金賞、平成30年度
銀賞、平成31年度金賞。３年連続入賞の功
績により特別技能賞を受賞し、令和３年度 
おうみ若者マイスターに認定される。

川橋 正人さん（高野・35 歳）
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次世代を担う「おうみ若者マイスター」に認定　
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